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l) 政治・経済・民生の動向

チリの北半分は16世紀初めにスペイン人(Conquistador)が侵入するまでインカ帝国の一部で
あった。 19世紀初頭(1818)独立までスペイン総督により支配されていたのは他のラ ・ アメリ
カの諸国と同様である。 経済的には鉱物資源に恵まれ、特に1879年の太平洋戦争で硝石の採掘
権をめぐってボリビア、ペルーと争い大勝して、硝石、銅、鉄など地下資源の豊富な北部砂漠
地帯を獲得して以来、資源大国としての地位を確立した。 国として天然資源立国の意識は現在
でも強く、イースタ ー島や本土の4300キロの海岸線に沿った経済水域200海里はもちろん、
潜在的な可能性をもつ南極大陸の領有権を一 貫して国際的に主張している。 （南極点から放射
する西経53度および同90度の子午線で囲まれる扇形部分で、各国の銀測基地が密に分布する南
極半島部分を含む約125万平方キロ。 アルゼンチン、英国の主張する領土部分と重複する） 又
そうした領土権益を防衛するため、かなり強大な海空軍を保持している。 ボリビアとは領土問
題のため外交関係がない。

豊富な地下資源による経済的発展基盤に恵まれ、教育が振興し、外国からの移民が流入して
人口が増えたが、政治的には私的な利害に支配された小党の分離、離合集散が建国以来繰り返
えされ、安定せず、1930年代頃よりは、左右両努力による政治的、経済的対立関係の中で揺れ
動いた。

1970年にはついに社会党のサルバドール ・ アジェンデが人民行動戦線の統一 候補として合憲
的な選挙によって大統領に当選し、社会主義政権が誕生した。 アジェンデ政権は左翼努力の突
き上げにより、銅鉱山などの外国企業や銀行の国有化、農地解放など急進的な政策をすすめた
結果、アメリカなどから経済制裁を受けたりして経済が混乱し、極左過激分子の活動により社
会秩序が乱れた。

'73年9月、軍と警察が軍事評議会を紐織して武カクーデタ ーを起こし、アジェンデは殺害さ
れて社会主義政権は崩壊した。 ピノチェット将軍を長とする執政評議会が国政の実権を掌握し、
政党活動を禁止し、左翼活動を徹底的に抑圧した。 ヒ°ノチェット政権は、81年3月新憲法を発効
させて憲政復帰の形をとったが、軍部の政治介入権を認めた憲法を楯に、強権政治を続けた。
89年8月憲法改正の国民投票および12月の大統領選挙で16年ぶりに民政に復帰した。

経済的には自由主義路線を推進し、破産状態を脱し経済回復の道を進めて、現在チリは南米
の中では最も安定的に発展している経済を形成している。 現在検討が進められている北アメリ
カの新しい自由貿易経済プロック（米、加、墨） （NAFTA, North American Free Trade Associ 
at ion?）に参加する可能性のある国の筆頭に上げられている。

人口は1339万人(1991)、増加率1. 7%、 1人当りGDP2388ドルである。 人口はスペイン系、欧米
系がほとんどで、 純系先住民は5％に過ぎない。 農業雇用人口は60万人で、労働人口の18％を占め
ている。

経済は鉱産品の輸出に強く依存する構造で、GNPに占める農業の割合は8％程度で変化が殆ど無
い。 輸出農産物の主なものは果実（ブドーを主とする）、菜豆、羊毛、羊肉、木材である。

担当：石原 修 一
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輸入品は石油、 資本財、 消費財（小麦、 粉乳を含む）で、 インフレ率は20％前後である。

2)農林業動向

(1)土地資源

表1 農耕地等の変動（千ha)

総面積 土地 耕地 耕地 永年 永年 森林 其他 潅漑

年次 万km2 面積 計 作物 草地

75 75. 7 74.88 4118 3920 198 12200 8680 49882 1242 

80 4234 4020 214 13000 8680 48966 1255 

85 4344 4116 228 13250 8800 48486 1257 

90 4526 4276 250 13500 8800 48054 1265 

(2)人口

表2 経済活動人口

年次 総人口 農業人口 経済活動人口 農業人口の

計 農業人口 占める割合％

75 10350 2088 3257 642 19. 7 

80 11145 1876 3677 604 16. 4 

85 12121 1783 4186 601 14. 3 

89 12961 1709 4579 589 12. 9 

90 13173 1691 4672 585 12. 5 

91 13386 1675 4763 581 12. 2 

(3)農業生産指数

表3 食桃・農業生産指数等の変動 (1979-80=100) 

'80 '81 '82 '83 '84 '85 '86 '87 '88 '89 '90 '91 

食糧生産指数 98 106 104 99 105 106 112 115 123 132 136 141 

農業総生産指数 98 106 104 99 105 106 112 115 123 131 136 140 

穀物生産指数 102 87 83 80 122 137 158 169 167 187 177 170 

一人当り農業 98 104 101 94 98 98 101 103 108 113 115 11 7 

総生産指数
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(4)主要農産物生産状況

表4 農畜産物生産状況 （千ha、千MT)

1979-81 1989 1990 1991 

品目 面積 生産量 面積 生産彙 面積 生産量 面積 生産量

穀物計 820 1742 804 3148 823 2981 707 2866 

小麦 513 882 540 1766 583 1718 466 1589 

米 40 125 43 185 33 136 30 11 7 

トウモ正1 シ 124 471 125 938 101 823 100 836 

馬鈴薯 87 894 63 882 55 829 59 844 

豆類 203 1 71 100 105 105 122 129 159 

菜豆 113 113 63 73 69 87 88 119 

工ソドウ 17 13 7 6 6 7 6 5 

t3コマメ 18 ， 8 4 ， 6 12 ， 

tうマ｝ 50 25 15 8 14 8 15 12 

菜種 43 55 61 113 32 53 29 58 

果実

葡萄 118 1067 118 1037 120 1171 106 1130 

禾フL J 42 126 140 163 

桃 104 212 215 180 

柑橘 127 177 204 210 

林檎 251 723 632 760 

てん菜 21 858 52 2810 43 2326 39 2150 

家畜頭数 (1000頭、 100万羽）

馬 450 500 520 520 

牛 3650 3330 3404 3300 

豚 1068 1400 12 51 1300 

綿羊 6059 6600 6650 6650 

山羊 600 

鶏 18 26 27 29 

3)農林業技術動向

チリは南極大陸とイースタ ー 島等の離島を除き、 南緯17. 5度～56. 0度の間に南北約4300kmに

わたり細長く伸びた南米の太平洋岸の国で、 陸地面積約75. 6万平方キロを 占める。 東側は高度

3000m級のアンデス山脈、 北部は乾燥砂漠という自然障壁によって陸続きの隣国のアルゼンチン、
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ボリビア、ペルー等から生態学的に隔絶された環境に置かれている。
降水最は南に行くにつれ増加し、100"-'3000mm／年である。 中間地帯では乾燥した夏と涅潤な

冬のある地中海性気候である。 首都地域を含め、北から順次番号を附けた13の行政地域(regio
n) に別れている。 29度S付近以北の第 l~III地域は殆ど砂漠環境で、銅鉱石、チリ硝石等の鉱床
が豊富に分布し、農地面積は0.5％に過ぎず、河川沿いの狭い揚所に限定される。 国土面積の35
％を占めるが居住人口は6. 8％である。 南端部の2地域 (XI,XII) は通年的に降水量が多く、冷涼で
30％の面積があるが、1.6％の人口が居住するのみである。 マゼラ ン海峡沿いの低平地自然草地に
綿羊、肉牛の放牧畜産がみられるほかほとんどが森林面積である。 残りの中央部の1/3の国土 （
IV~X地域）に人口の92％が居住し、農耕地の91 ％が分布している。 この部分は一 般的に土壌が肥
沃で、潅漑水源としてはアンデスの融雪水が豊富に得られる。

土地資源の内、農地は510万ha(6. 7%）、牧野850万ha(11. 2%）、森林1150万ha(15.2%）の割合で
利用されている。 農地の内、120万haが潅漑地である。 集約的に栽培利用される農地286万haの
作目別内訳は、一 般作物123万ha(43%）、改良草地131万ha(46%）、野菜8.7万ha(3%）、果樹12. 4万
ha (4%）、ブドー12.6万ha(4%）等である。

農林業生産は多様な自然立地条件を利用し、各種の作物、家畜、林産が各地域別にほぼ特化
して生産 されている。 全体として東西の横断面で見ると東にはアンデス山地(cordi I ]era)が、
西側には海岸と並行に標高1000m程度の海岸山脈が走り、アンデス高地との間に中央凹地平野（
val le central)と呼ぶ幅50km前後の平坦地乃至緩やかな傾斜をもった丘陵地が南北に広がり、
所々でアンデスと海岸山脈を連結する山嶺が横断している。 北部の熱帯高標高地草地ではアル
パカ、ジャマなどの放牧生産が特産物となっている。 中央平野は、小麦、トウモロコシなど普
通作物に加えて潅漑施設を備えた集約的な園芸作物栽培を含む主要な農業地帯を形成している。
首都圏付近は生食用ブド ー、オレンジ、マンゴー、チェリモヤなどの熱帯果樹が、南に行くに
つれ、 リンゴ、スモモ、醸造用ブド ーなどが多くなり、第VII地域のタ ルカ周辺がこうした落葉
果樹栽培の中心地となって、 ワイン工場、選別・包装工場等、加工流通企業の諸施設も発達し
ている。 海岸山脈と太平洋の間の概ね急峻な段丘部は天水地帯であるが農業的生産力は低く、
第v及び首都地域以北の北部ではサボテンや有刺のアカシア類などの低潅木を混じた叢状サバン
ナ性原野で、粗放な放牧利用が行われ、それより南の第VII、VIII地域のコンスチチュシオン、
コンセプションを中心とした南部では、混合農業、牧野畜産とともに山地部分を主体にラ ヂア
夕松(Pinus radiata)、ユ ーカリ種(Eucalyptus)による人工造林地として利用されている。 3.
7 度S以南の第IX,X地域は、改良草地による牛、羊の放牧畜産を主とし、麦類、馬鈴落、テンサ
イなど冷涼地作物が作られている。 ソラ マメ、ルー ピン、レンズマメなど雑豆類も小農用自給
タ ンパク源作物として注目し研究されている。 ジュース、ジャムなど加工用として、ブラ ック
ベリー、ラ ズベリーなどキイチゴ類も輸出用新作物として導入研究が進められている。

経済体制は自由市場制で農産物価格等でも関税や奨励補助金等の制度的介入政策はとられて
いないので国際的な自由競争にさらされている。 したがって、企業的な経営では、国際的競争
カのない穀類などの伝統的な作物よりも、国内市場または海外に輸出して現金収入の見込める、
経済的比較有利性の優れた果樹、野菜などの戦略的作物の生産技術に対する研究開発の指向が
強い。

市場からの遠隔性というハンデイにもかかわらず生鮮作物の輸出が可能である主要因は、比
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較的豊富な低賃金労働力の存在という社会的要因ともに、南半球にあって北半球市場の端境期

を狙えることと、前記の生態的に孤立隔離した環境で輸入検疫対象の病害虫の防除が徹底でき

ることにあると言われている。 その環境を守るため、動植物検疫体制は厳重である。 例えば、

国外からの遺伝資源導入のための隔離検疫処理施設をJICAの協力で整備している。 またボリビ

アから馬鈴薯を陸路で輸入しているが、シストセンチュウ防除のためのcheckpointが幹線道路

の要所に設置され、検問を実施しているのが実見された。 また、輸出農産物の栽培に際しては、

規定された手順による防除処置が輸出対象国側から示され、 それに従うことが必要とされてい

る。 なお、数年前に北米市場でチリ産生食ブドーから青酸化合物が検出された問題は、チリ側

関係者の間では、競合関係にあるカリフォルニアの業者による策謀で食品医薬局 (FDA) のデー タ

が操作されたものと信じられている。

伝統的作物の生産技術の改善に関しては、食料の国内供給能力の確保、 自給的小規模農家の

生活向上の見地から必要とされ、大・小麦、燕麦、 ライ小麦、トウモロ コ シ、稲、菜豆類、エ

ンドウ、ルー ピン、 レンズマメ、 ソラマメ、テンサイ、菜種、バ レイショ等の品種改良、栽培

技術の改善の研究が行われている。

4)国立研究機関(NARS)の現況

(1 )農・畜産業研究所 (INIA) : Instituto de Investigaciones Agropecuarias 

公的な農業研究所としては農・畜産業研究所 (INIA、Instituto de Investigaciones Agropec 

uarias) がある。 法制的には一 種の特殊法人的な機関で、構成の母体としては、農・畜産業開発

研究所 (INDAP) 、生産振興公社 (CORFO) 、チリ大学、チリ・カトリック大学、 コ ンセプション大

学の5機関があり、これらが土地、建物、要員等諸資産を提供して全国の各地に試験研究施設、

農場を設立したもので、設立理事会はこれらの母体機関によって構成される。 実際の運営委員

会 (Consejo) は、農業大臣、農・畜産業研究所長、 研究予算担当次官等行政府の代表の他、民間

の農業者協会の代表、設立母体大学代表、等によって構成される。 サンチアゴ市に管理本部が

あるほか、次の6地域試験場，7試験地、 2事務所を運営している。

①地域農試配置

Norte (Vicuna,30度S、1 991 年創設、I~IV地域対象、1 7"-'32度S)

Los Vilos 

La Platina (Santiago、23度S、地域としては主としてV~VI、首都圏地域、32"-'35度S、

が対象であるが、他地域試験場でカバーできない分野は中心場所として対応する）

La Cruz Los Tilos Hidango 

Quilamapu (Chillan、36. 5度S、VII,.,._,VIII地域対象、35~38.4度S)

Cauquenes Human 

Carri 11 anca (Temuco、38. 7度S、IX地域対象、37. 5~39. 5度S)

Remehue (Osorno、40.6度S、X地域対象、39. 3~44. 1 度S)

La Pampa Coyha i que事務所 Chi Joe事務所

Kampenaike (Punta Arenas、52. 7度S、XII地域対象、48~55度S)

要員は約1 300人（専門職200、技術補助職1 80、行政職200、労務職700、その内約2/3常雇い、
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1/3臨時）。 年間予算1700万ドル(15-18百万ドル）。 予算の内政府会計から50％支出されるが、残

りの50％は研究所自体で調達しなければならない。 そのため、試験場の農場で生産する、果実、

野菜、穀物、種子、牛乳、牛肉、羊毛、羊肉等の生産物の販売収入が主要な財源になる。 全体

で約19,000haの用地がある。 その大部分はマジェラン海峡近くのKampenaike試験場の15,000ha

の放牧用原野である。 その他、Quilamapuに600ha、Carrillancaに500ha、Remehueに500ha、La

Pampaに600ha、La Platinaに400ha、海岸試験地に2000ha等となっている。

②機構

INIAの機構改革に際し、1986年3月に施行した農・畜産業研究所の運営規則には以下の三つの基

本目標が上げられている。

（イ）技術の創造、適応、および移転により、全国の農・畜産業の生産量の増加に寄与すること。

(ll)あらゆる種類の試験研究・調査、または便益の提供により、農畜産物の工業的変形(trans

formacion industrial)または種々の価値を添加する工程の開発を振興支援すること。

（ハ）農業部門から発生供給される諸資源の利用の改善に役立つ多様な方法を開発して、一般的

に国民の栄養条件を向上させるよう努力すること。

この三つの目標を達成するため次のような具体的な目標または課題を設定している。

③技術開発・移転

以下の諸目標達成に寄与するために必要な技術を開発、適応、移転する

（イ）農・畜産業および農村部門の開発

(n）基礎的食糧の国内自給

(1ヽ）輸出用農・畜産物の増産と品目の多様化

（二）環境の質の保全と改善

（ホ）農村および全国の住民の生活条件の改善

（へ）非再生エネルギ ー源の節約および置換

（チ）政策企画および地域・全国の農業開発に関与する諸機関に必要な情報を提供すること

（リ）国際的に見て農業分野で起こっている科学的技術的進歩を理解し、導入するため、INIAの

擁する人的資源および保有する施設を維持管理し、改善し、強化すること

④行動計画

以上はチリの農業を適正に発展させようとするための目標であるが、それらの具体的目標を

達成するため、次のような事項を行動計画の基本として実施している。

（イ）実際に推進しつつある研究課題を全国的ならびに地域的な最新の諸参考指標に合致させ、統

合し、最新のニ ー ズに対応したものにすること

(n）チリの農・畜産業における新規開発分野のフィ ー ジビリテイ ーの検討を、特に輸出の可能性

の高い分野を重視して行う。

(,ヽ）国際的水準で開発された最新の諸知見を、迅速性、機動性のある方法でINIAの事業の中に取

り入れる。

（二）多様な階層の農業者の生産効率を向上させるため、生産費を低減し、それぞれの作目や営農

の諸場面を改善するための方法を研究する。

-147-



（へ） 小規模農業者を特 に 重視し、生産システム に 関する知見とその運営を改善するための研究課

題を新規 に設定する。

（ 卜） 様 々 の種別の農業者 に 適合した技術の移転事業に関する統合化と最新化。

（チ） 自給的 零細農家と企業的農業者間 に存在する大きな技術的ならび に 生産効率上の較差を減少

させる こ と を 目 的とした、小規模農業者 に 対する技術移転事業の拡大強化

（り INIAとINDAPの 問での協定に 基づき実行される諸活動、特 に 後者が契約する技術支援公社 （

Empre sas de Asiste ncia Tecnica) の普及員の能力向上のための事業を強化する。

以上の方針からわかる通り、INIAの任 務としては試験研究のみでな く 、小規模農家に対する

技術移転のための普及活動も重要な役割として強調されている こ とがわかる。 これは一 つには、

こうした民政福 祉対策的な 目 標を掲 げる こ とで、全体として 独立企業体経営の原理を標榜す る

中 で、50％は政府財政の支援を得な ければならない こ とを正 当 化する根拠を打 ち 出しているもの

と考えられる。

1 9 91 年度実施した作物別、 専門別研究課題分野は以 下の通りである （西語アルフ ァ ベット順） 。

稲、バイオテク ノ ロ ジー、大麦ー 燕麦、生態と生産、応用 昆虫学、土壌肥沃度、植物病理、

果樹および葡萄、野菜、子実用 豆類、ト ウモ ロ コ シ、雑草防除、油料作物、馬鈴薯、ポストハ
ー ベスト、草地、牛 肉 生産、牛乳生産、綿 ・ 山 羊生産、遺伝資源、潅漑排水、小麦。

また、普及事業関係では、経 済、広 報、技術移転

研究支援部門では、生物計測、計算機及び情報処理、情報及び文献調査整理等が実施項 目 であ
った。 組織の構成 図は概 略 次頁のよう になる。

⑤地域農試の研究課題例

また地域農試で実施している課題の例を挙 げると下記のようである。

（イ） Norte地域農試

河川 沿岸の潅漑農地での果樹及び野菜栽培関係の課題 (p e pino dulce の地方 系 統、生食

用 ぶ どうの品種適性の評価、栽培法の改善、水管理、虫害防除、機械化露地栽培アーチチョ

ー クの栽植密度、高度管理技術条件下の交雑露地栽培トマトの特性、ニンニ ク、アスパラガ

ス の適性品種の選定、ハ ウス、トンネル、マルチ等資材を用いた キュ ウリ、トマト、メロ ン、

ピーマン、インゲン等の栽培にお ける技術パッケ ー ジ等） や、非潅漑地では羊、 山 羊の生産

（章地生産、 山 羊 乳生産） に 関 する課阻を研究 して いる。 そ の他、 虫 宮の 同 定 防 除 （トマ

ト、りん ご、ぶ どう、もも、馬鈴薯等） 、潅漑排水 （ぶ どうの施肥量、水管理、点滴潅漑）

の課題がある。 また こ の試験場構内 には、砂漠の乾燥した気候を利 用した J I C Aの ジーン

バンク ・ プロ ジ ェ クトの地下室式種子貯蔵施設が1 9 91 年 に 設置され、選伝資源に関する国際

セ ミ ナーが開催さ れ た 。
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図 1 農畜産業研究所 (IN I A) の組織構 図
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(11 ) L a Plat i n a 地域農試

(a) 子実用豆類 菜豆 ： 国内消 費用品種の遺伝的改 良 (CIAT と の共 同 研究でチリ型品種、
Coscorron と Tort olaの改 良を進めている。 高 収 量 、 機械化 収穫適性、 ウイルス病抵抗性 、

早生化 、 耐 旱 性等の形質が 目 標） 。 1 990年 に 収集した 国内遺伝資源系 統の特性評価 （生育

環境、 花 器 、 包 葉の色 、 葉 、 茎 、 種子等の形 状 区分、 等の遺伝的多様性 に 関 する知 見の累
積） 。 CIATでは 同 一 種子を長期 に保存する。 葉モザイクウイルス等の 同 定と菜 豆 系 統の罹

病性評価。 丸型 白 色 種 、 長型 白 色 種の収最 向 上。

ヒ ラ マ メ ： 分離世代 に お け る さ び 病抵抗性の評価
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ヒ ヨ コ マ メ ： 半乾燥地帯 で の 天水栽培 に 適 し 、 輸 出 向 け と し て 有 望 な 大型種子割 合 の 高

い 2 系 統 の 種子増殖

ソ ラ マ メ ： 半乾燥地帯 に 適 し 、 輸 出 向 け に 明 る い緑色 を し た 大粒種子 を 生産す る 系 統 の

同定。 優 良 品 種 「 ポル ト ガル ー I N I A 」 の 選 抜 に 成 功 。 ウ イ ル ス 病 の 同 定 と 発生生態 の 解 析 、

種子伝染等伝染経路 の 解 明 。

(b ) 馬 鈴 薯 冬期 栽培 の 可能 な I V - V I I 地域 の 多様 な 農業生態型 に 適 し た 系 統 の 選抜 が 主 目 標。

C I P と 共 同 研究。 初年度4 0 0 、 2 年 目 2 5 、 3 、 4 年 目 1 4 系 統 の 評価選抜 を 、 8 ヶ 所 の 試験 地 で 行 う 。

有 望 高 次世 代 系 統 の 栽培 試験 （施肥、 密度） 。 生食用 な ら び に 加工用 品 種 の 普及 に 関 す る

社会経 済 的 要 因 の 解 明 。 圃 場 、 ガ ラ ス 室条件 で の 各地起源系 統 の 生態特性 評価。 TPS （真性

種子） の 後 代 の 特性評価 を 行 い 、 微小塊茎 (m i n i t u b e r ) 種子 を 生産す る た め の 苗床栽培 で の

生 育 収 量 と 、 同 じ種子 を 苗床 育 苗 し た 後 圃 場 に 移植 し て 直接実用 栽培す る 場 合 の 生 育 収 量

の 関 係 を 比較す る 。 廿藷 の チ リ ヘ の 導入促進 の た め の 試験 （現在S O h a し か栽培 さ れ て い な

し ヽ ）

( c ) 野菜、 ニ ン ニ ク 、 ト マ ト 、 玉葱 が 主要 な 対象作物。 玉 葱 の 種 子 の 増 殖 、 処理技術。 D e l i a

a n t i g u a （苗床 虫 害） の 動態。 ニ ン ニ ク 原種種子の 生産。 保証。 分裂組織培養 に よ る ウ イ ル

ス フ リ 一 種 子 の 生産。 ト マ ト の 改 良。 線 虫 抵抗性 の 導 入。 メ ロ ン 、 ピ ー マ ン 、 ト マ ト な ど

の 低温 害 回 避 の た め の 被榎、 マ ルチ資材 の 利 用 。

コ レ ラ 汚染地 区 で の 代替作物 の 選定。

(d) 果樹 西洋梨の 台 木 の 選定。 密植適性。 熟期。 品 質。 東洋梨 の c i a n am i d a h i d r o g e n a d a  ( 

水酸化 シ ア ナ ミ ド 開 花促進剤） に 対す る 反応。 ピ ス タ チオ の 品 種比 較。 イ ー ス タ ー 島 に

お け る バ ナ ナ 、 パ ッ シ ョ ン フ ル ー ツ の 導入 試験。 パ イ ン の 栽培法 の 改 良。 Dys p y r o s d i g y 

n a 、 珈琲 、 茶 の 系 統比較。 ぶ ど う の 改 良。 胚 の 再生技術 に よ る 種 無 し 系 統 間 の 交雑 育 種。

ギベ レ リ ン に よ る 果実 の 肥大化。 線 虫 害 の 解 明 。 抵抗性 系 統 の 評価。

( e ) バ イ オテ ク ノ ロ ジ ー な た ね に お け る 半数体化 技 術 の 確 立 と 小麦へ の 適 用 （ 日 本 の 援助） 。

染色 体計数法 の 確 立 。 ア ー チ チ ョ ー ク 、 ア ス パ ラ ガ ス な ど の 大 最 増殖技術。 ニ ン ニ ク の 大量

増殖 と ウ イ ル ス の 検 出 。 廿藷系 統 の i n v i t r o 遺伝子バ ン ク の 確 立 と 増殖 (C I P と 共 同 研究） 。

J I CA プ ロ ジ ェ ク ト に 依存 し て い る 部 分 が 多 い 。

そ の 他、 応用 昆 虫 、 植物病理、 雑 草 防 除 、 穀類の ポ ス ト ハ ー ベ ス ト 、 遺伝子資源、 草地、

乳 牛 、 肉 牛 、 緬 山 羊 等 の 家 畜生産 、 生態 型 と 生 産 、 土壌肥沃度、 潅漑排水、 生産経済、 等 ほ

と ん ど の 分 野 の 課題が実施 さ れ て い る 。

(2 ) 森林研究所 ( I NFOR , I n s t i t u t o  F o r e s t a ] )  

構成母体 は 、 CORFO 、 と I NDAP で 、 1 9 6 5 年 に 出 来 た 。 設立 目 的 は 、 技 術 の 創 造 、 適応 、 生産

部 門 へ の 普及 に よ り 、 国 の 森林 関 連産業 を 振奥 し 、 発展 さ せ る こ と に あ る 。

サ ン チ ア ゴ に 本部 が あ り 、 支所が コ ン セ プ シ ョ ン に あ る 。

紐織構成 は 技術 関 係 部 と し て 4 部 よ り な る 。

・ 経 済調査部

• 林産産業部

• 森林資源計測 評価部 ( I nv e n t a r  i o s  F o r e s  t a 1 e s ) 

• 林業部 (S i l v i c u l t u r a ) 
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林業部は人 工造林地並 びに 自 然林地が研 究対象。 目 的は、遺伝 的 な 改 良、植物生産、森林の

造成、管理技術により 自 然林の資源量を改善、増強することである。

首都圏に試験施設、苗 圃があるほか、全国に試験センタ ーがある。 そのう ちでも、第V I I I 地域

にあるAn t i qu i na セン タ ーが傑 出している。 研究員数1 9名 、補助職5名 、秘書3名 主要研究課題

は次のようである。

① 優良樹種蒋入

林業活動に伴う生産面でのリスクを分散させ得るような林木 複合体 (f orest mass) を確立する

ため、全国の異なった地域の造林に適した 経 済 的 有 用 樹種の選定。

② 各種樹種の遺伝 的 改良

遺伝的選抜によ り 林木の生産性を向上する。 こ れ までEuca l ypt us属の改良によ り かな り の成

果を挙 げて来ている。 ユ ーカリは全国に分布する多様な土壌気候環境に適応性があり、新しい

地域の造林開発に利 用でき、高生産を挙 げるための造林技術の研究に適している。 ユ ー ザーと

して民間業者、中小規模地主、がある。

国内に、遺伝 的 改良協同 組合があり、他の主要な林産企業とともに構成メンバ ーとなっている。

③ 人工造林地の管理

ラ ジア タ 松、ユ ーカリな どの樹種林の生育に 関 する電算機モデルを開発する。 造林地の管理

技術を最適化して収益を最大化する。

④ 乾燥・半乾燥地帯開発のための林地造成

適 正樹種を選定し、その定着と管理のための技術を明らかにしてチリの乾燥・半乾燥地帯に

お け る林業開発に資す る 。 天然資源とその再生、管理、生産性に 関 連した研究も行う。

⑤ 人工林地の確立

異なった地域での造林地の確立のための技術開発。 苗 圃場、施肥、除草剤施用な ど。

1 9 9 1 年度実施課題名

（イ） ユ ーカリ属の林業的管理 （選定優良種栽植林での収量支配要因としての密度、施肥、新芽

管 理等の管理技術の検討）

(u) ラヂア タ 松造林地の集約 的 管 理

（ハ） 有 用 樹種の遺伝的改 良

(:::.) 2 次輪 換林の収量 向上のためのI nsigneマ ツ 残潅の利 用

（ホ） ユ ー カリ属 樹 種の導入

（へ） オ レ ゴン松、およびセ コ イ ア人 工造林地の管理

（ 卜 ） 針 葉樹種の海入

（チ） Acas i a melanox ylonによる人 工 造林

（り X I 地域にお ける森林土壌復元のための林業 的技術

（ヌ） 種 々 の 自 然 林類型にお け る林業的管理

(Iv) チリ中部地域の乾燥 ・ 半乾燥内陸部の林業的開発

（ヲ） 山 火事の防除管理

事 業実施のための財源としては、一部 ま たは全部、CORFO （生産振奥公社） に依存している。

ま た、ユ ーカリの遺伝 的 改 良、乾燥 ・ 半乾燥内陸部の開発等の課題はカ ナ ダの国際 開 発研究セ

ン タ ー ( I DRC) の種 々 の援助計画 によって支援されている。
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その他の課題 、 例えば、 山火事管 理 、 松造林地の集約管 理などは、 民間の主要な林産企業の
拠出金に依存している。

5)国際協力の現況

( 1 ) IN I A 
国 際協カプロ ジェク トの 中 で 最も規模の大 き いのは、 現在進行しているJ I CAの遺伝資源保存

プロ ジェ ク トである。 各地から収集した遺伝子資源を保存するため、 冷蔵空調機器を備えた施
設を、 Vicuna、 La Platina , Quilamapu , Carrillancaの各地に設置した。 又 、 La Platina 
には、 導入後の検疫監視施設の建設をほ ぼ完 了し、 稼働を 開 始しよ う としている段階にある。
8 9-9 1 年に 日 本側はus $ 1 , 1 49 , 1 93 、 I NI AはUS $58 1 , 9 86を投資した。 鈴木 茂リー ダーの他 、 野
菜病理の専 門 家、 調整員等が長期専 門 家で派遣 さ れている。 菜種の半数体育種、 牧草の遺伝的
改良 、 遺伝子保存、 野菜品種改良のための実験室技術の移転 、 ジ ーンバン ク の管 理 、 小麦の改
良 、 遺伝子資源の検疫、 絶滅作物Bromus mango 野生近縁種の探索等資源の収集等の課題を実
施している。

I I CA（汎米農業協力研究所）とは国内における技術移転事業の体制整備関連の協力を行って
いる。 I I CAはまた、 南米南部諸国間の研究技術情報交流組織PROCI S UR (Programa Co operativo 
para el Desarrol lo Tecnologic o de ! Cono Sur)の運営に関し、 総合的な支援を行って国際交
流の促進を行っている。 南米北部諸国については同等の組織としてPROCI ANDI NOがある。

1 9 9 1 年 1 1 月ブラ ジルで 開かれたPROCI SURの第 4 回 運営理事会で 、 同紐織が取り扱 う 課題とし
て、 新たに、 遺伝子資源、 作物保護、 天然資源と持続性、 バイオテ ク ノロ ジ ー 、 農産加工業、
体制開発の分野の問 題を加える こ とになった。

PROCI SUR事務局はまた、 I SNARが 「研究の企画、 実施、 評価」 に関し勧告している所に従い、
国際開発銀行 (B I D)の資金援助により、 植物の種の多様性保護に関する文書作成のため、 専 門 家
会議を 開 催する こ とになっている。

その他、 2国間協力案件としてはアルゼンチンのI NTAとの間に科学技術協力協定が調 印され
ていて、 現在中身の検討を行っている。

FAOとの問には様々な協力関係がある。 草地飼料作物分野では永久的援助を受けていて、 Med
icago polimorphaの収集と特性解 明のほか、 南部地帯でのいくつかの事業をアルゼンチンとの
専 門 家交流を通して行っている。 実際に、 「南部地帯およびパタ ゴニ アにおける牧野資源に関
する研究 グループ」 を組織する案件の検討が進行している。

近年小麦にPulgon ruso （ロ シ ア ・ アブラ ム シ orア リ マキ）が侵入して以来、 I N I Aの要請に
より、 チリ政府とFAOは こ の害虫 に対する研究活動を強化するための協定を調 印した。

その他様々な国際会議、 ワー ク ショップヘの参加を、 FAOとの協力で行っている。 A I EAとも
協力協定があり、 「 土壌／植物の生産力研究のための放射線同位元素の利 用に関する研修会」
等を 開 催している。

CI MMYTとは、 小麦、 トウモロ コ シ 、 大麦 、 ラ イ小麦の改良と栽培に関し、 研究協力を行って
いる。

CI A'「とは、 菜豆、 稲の改 良事業の分野で 協力している。
CI Pとは、 1 99 1 年に ［ チ リ 及び南米南部地域諸国にお ける馬鈴薯および廿藉の科学協力のた め

-152-



の地域プロ グラ ム ］ を締結した。 C I Pは主任研究 員 1 名 、 補助研究員 2 名 を配置し、 Remehue、

La P l atina、 及 びNor teで研究を実施している。 在来法お よ び革新的方法に よ る遺伝形 質の改

良で、 高品質 、 高 収 量 、 高 抵抗性の品種、 栄養系統を創出し よ うとしている。 またチリにお け

る廿藷に 関 する栽培、 品種、 利 用 、 流通お よ び社会経 済的診 断 、 等に関 する研究協力も行う こ

とになっている。

その他のCG I AR機 関 等とも協力 関 係がある。 ! CARDA, IRR I ,  I CR I SAT, IBPG R, I SNAR, IFDC, 

I DRC, 

また 、 外国の様 々 な公的機 関 、 大学、 民間機関とも 種 々 の契約を結 んでいる。

それらは、 ICI （スペイン） 、 British Counci l (U. K. ) ,  CIRAD （仏） ， 等である。 特にフランス

との案件は貧 困農村での農業開発展示プロ ジ ェ ク ト、 技術普及資料の出版 、 広 報 、 融資資金の

供 給源の解 明等があり、 INRA （農学研究所） との協力も検討中である。

(2) I NFOR 

上記カナ ダ I DRCとの協力の他に、 資源計 測 部 でJICAが協力し、 リモセン等の手法で 、 VI II、

IX地域にお ける資源分布地 図の作成 技術な どの移転が行 われた。

また 、 ユ ーカリ樹種の尊入については、 民 間 レベル中心であるがオーストラリアとの 関係が密

接な よ うである。 主要な森林資源地帯は温帯南部で 、 ドイ ツ 移 民が多い地域であり、 I NFORのみ

ではな く 、 教育 関 係では ドイ ツとの交流が活発である よ うに見受 けられた。

6) 研究ニー ズ

バ イ オ テク ノ ロ ジーな ど 先端的分野、一 般的な農業生産技術や加工流通技術上の研究問題の

他に、 地球環境保護的な研究問題として、 北部の半乾燥地 帯な ど 限界地の環境資源保全 、 農林

業の 開発に係 わる技術問題 （荒廃原野の 回復技術 、 土壌資源 評価、 水文資源管理、 乾燥地の草

生 ・ 造 林 技 術 、 傾 斜 畑 地 、 草地の資源管理） な ど 、 未 開発の分野であり研究協力の窟義が大き

いと見られる。 また 、 近年 日 本の製紙企業が南部の温 帯 、 亜寒帯原生林の木材を伐採しチップ

として輸出する量が増加しており、 原生林環境管 理の視点からの資源評価、 保全な どに関する

研究が必要と思 われる。

伝統的作物から輸出に適し た 新作 目 への転換の必要性が強 く 意 識 さ れており、 新資源作物の

開発、 栽培法の確立等の課題にニーズが存在する。 野菜 、 果樹作、 工芸作物等の分野での貢 献

が必要。

また 、 農産物の市場流通性の向上、 付加価値の増大を 目 標とする類似した 背 景から、 公的研

究機関での農産物の流通加 工分野の研究の拡大 強 化の必要性が強 く 意 識 さ れている。

伝統的作物の中では稲は、 チリでは南部の寒冷地帯の低涅地が主産地であり、 冷 温 帯 向 け の

耐寒性品種の 開発が必要と さ れ、 協力すればわが国の研究蓄積が直接 応 用 出来る分野と思 われ

る。

7) 共 同 研究への戦略的アプ ロ ー チ

l N l A、 l NFORの 当 局と接触を諏 ね 、 研究課題 を 選 定して協定を結 ぶ。 CG 機 関との提携はチリで
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は必要ないと考 えられる。

多 く の国外の機 関との既存の協力関係があると見られ、私企業化原理のもとで合理化した要

員 配置状況から言って、適 正なc/pの配置が 困 難な状況も想定されるので、協力陣容の選定には

十 分に事前の検討考 慮が必嬰である。

外国プ ロ ジ ェ ク ト 及 び J I CAプ ロ ジ ェ ク ト との重複を避 ける分野を選ぶ。 J I CA協力との 内 容の

差 異を先方に十分に理解させる。

8)共 同 研究実施上の 間閣点

（受 け 入れ姿勢、治安） 日 本はチリにとって太平洋の対岸にある貿易 相手国として、輸出で

はアメリ カ に ついで 2 番 目 の顧客国であり、移住者の受 け 入れの歴史はないが現在は親 日 的で

あ る 。 I N I Aでは遺伝資源プ ロ ジ ェ ク ト の経験実績から、 日 本の技術水準に対する信頼性が高い。

サンチアゴ 圏 以外の研究所、大学でも 日 本の協力を切 望しており、一般的生活条 件、気候条

件、治安条件は他の地域も含め、最高 水 準にあるのではないかと思われる。 インフ レ率も比 較

的健全。

（補給、ア クセス） 問題は遠隔国であり、commu nication, logisticsの点で不利 である。 電話、

郵 便，FAXは 間題無い。

（対象地域としての妥当性） 主要な農業地帯のほとん どが温 帯地域にあり、熱帯は北部の砂

漠地帯の半分が属するだ けである。

（協力効果） 国 自体の科学技術教育 レベルは高 く 、効率的な協力ができると期 待できる。 経

済 の発展性の展望も 明 るい。 しかしそれ故に また、民政福 祉的視 点からみた援助の必要性 には

疑 問があるとも言える。

人 口 が比 較的小さ く 、ペルー (2200万） より少ないが、 パラ グアイ (400万） 、 ボリ ビア (700万）

よ り 多い。

（語学適性） 最低限サバイバル レベルのスペイン語の習 熟は必要。

9) 共 同 研究への展望

チリとの協力が実現すれば、従来の熱帯農林業のみでな く 、温 帯地中海性気候農業や、寒帯

の森林 帯 に およぶ ， 温度， 地形， 土壌， 水 文 ， 日 長等の要因的に多様な 自然条件 下での農林業

の技 術研究協力の蓄積が可能となる。
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